
資料２

①移住・定住

●第８回地域協議会の運営に関する意見

・子どもの遊び場・居場所が少ない

・近所に行き場が欲しい

・地域間での子どもの交流

・厚田学園の子どもを増やす取り組み必要

・家族の住む「住宅」や「仕事」必要

・子どもを増やすためにも外から移住してほしい

子どもに関すること

・地域目線と遊びに来る人の目線で考えること
が必要→マーケティング不足では？

※何採れる？いつ採れる？どこで買う？どう
食べる？等の情報が区内外で不足と感じる

・ファーストタッチが不足（重要）

・厚田の良いところを広めることが必要

・厚田の楽しいこと、生活の様子を発信

・外向けの情報が多く区内への情報発信も力を
入れるべき

・SNS等で情報発信必要

情報発信

・新しい仲間が欲しい

・外から見ても楽しいそうな農場にしたい

・子どもを増やすためにも外から移住してほしい

・家族の住む「住宅」や「仕事」必要外から移住
してほしい

・厚田の生活を知ってもらうため宿泊受入れ、SNS
情報発信→厚田のたくさんの人に取り組んでほ
しい

移住・定住

・集落支援員に期待

・支え合いのまちカンパニーの実現

・住民アンケート結果から取り組みを絞り込み、
住み良いまちづくりを

・高齢者の足・交通が課題であり解決に向け動
くべき

集落支援員制度

厚田の現状とイメージ

・厚田は環境が良い

・高齢化が進んでいる

・冬は厳しい 生活が大変 通行止め多い

・商店街が寂しい

協議会について

・意見が言いづらい（自ら情報収集やイベント
に参加していないのも原因…）

・協議会の場は情報収集になる

・地域を良くしたいという思いや取り組みを議
論する場

・これまで地元に当たり前のように住んでいて
特に考えることがなかった

・冬のイベントで盛り上げたい

・日頃から常に思いついた発想をメモして、整

理して発言に繋げる私の理想の厚田を皆で考
えてみては

その他の意見

・交通の課題

高齢者の移動、高校生の通学

・地域の魅力アップ

漁師と農家の連携、協力

子どもと地域の関り

⇒一体感

まとまりある地域

・居住地の確保、空き家の解消

・仕事の確保

・後継者不足

⇒ 助成制度（移住者への支援）やお試し移住

⇒ 地域おこし協力隊制度の活用

②情報発信

③こども・教育

※助成制度の創設

子どもへの支援など

（給食費の無料、保育料の無料など）

近説⇒子育て環境の充実

遠来⇒移住へのきっかけ
⇒ 子供が増える

・仕事や住宅などの衣食住に関する情報

・どんな生活が出来るのか、ニーズにあった情報

・いいところだけではなく、不便なところに関する情報

・厚田学園の情報

イベントによる
関係人口の創出

※交通の課題解決

近説⇒日常生活の充実

遠来⇒移住へのきっかけ

⇒ 地域交通サービ
ス検討委員会

情報発信

①観光を含めた厚田の魅力から情報発信

⇒厚田ファンを増やし、関係人口の創出

※北石狩地域観光まちづくり協議会のHP

（協力隊がサポート）

②厚田学園の情報など移住定住への促進に繋が
る情報発信へと更新

・厚田学園（子どもたち）と地域の関り

⇒ 「厚田CS」が学校と地域を繋ぐ役目

⇒ 地域協議会はサポート、応援団の一人として関わる

※第9期協議会の協議テーマをみんなで考える

※３つのテーマに絞り込み協議

※緑枠は「遠来」

※赤枠は「近説」

①空き家の調査

②お試し住宅の検討

③関係人口の創出

⇒ 協力隊

『厚田愛』『郷土愛』を育む

⇒子どもたちの「思い出づくり」ができる地域へ
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